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P − 332　 西ケ ニ アの 妊婦に おけ る　HIV 感染状

況 と母児感染時の 筑体の 推移

p − 333　 1GFBP−rP 一丑 の 予宮内膜 にお ける癸 現 と

そ の 生理 的意義
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北澤 正 文、正 岡薫、稲葉憲之

躊 的1薦ケ ニ ア地方の 妊婦の抗 mV 抗体陽性率を

検討し、さらに 阻 V陽性の 雌か らの 出生掘の抗体

陽性率な らびに航体価を経時的に 測定しHIV感染

児 と非感染児の変化の差異を検討 した 。

［方法］同地方の7ヶ所の 診療所に訪れ，説明の 上

同意の得られた妊婦計428名をPA法にて抗体ス ク

リーニ ングし、その 内Eし亘SA法に て陽性で あっ た

例を抗 HW 抗体陽性 とした．　rtHIV抗体陽性の母よ

り出生した児を生後 4ヶ 月毎に末精静脈より採画

し血清 とリンパ 球に分離した a 血清は PA法にて抗

体価を測定、リンパ 球からは PCR法を用い て Hlvma

染の有無を検討した。

降吉果】抗 HIV抗螂 昜
」
性率Gま428例中三〇7例 （25、0％）で

地域に よっ て陽性率が〔｝〜36．娼 と有意に異な っ で

いた （P ・O．0034）。出生後追跡可能 で あっ た児 25例

の うち生後3ヶ 月以内の PCRで9例が陽性であ っ た

がこの うち4例がその 後の PCRで 陰性化した。これ

らPCR陰性化児 と生後 3ヶ月以内の PCRで陰性の嘱

20倒では抗体価は生後漸減し．生lk　13ケ月には全

て の 例で 抗体は陰性化した。一
方丁生後3ヶ月以

内の PCR陽性で以後の検体で も陽性であ っ た児 く5

例）では抗体は常に陽陛で あ り抗体価の 低下 は ほ

とんど認め られなかっ た di

［結論｝西ケニ ア地方の HIV感染…峯は極端な地域差

が見 られる ことか ら、HIV浸淫度には社会的要困

が大きく影響して い る こ とが示唆された。また、

HIV感染児 と非感染児の生談の 抗体価の 変勳パ タ

ーンが明らかとなり嬉の抗体価を経時的に測定す

ることにより感染の有無を予知する ことも可能と

なる ことが判明した，児へ 移行した抗HエV抗体は

生後13ヶ月に は消失す ることか ら、児の血清学的

診断は生後 13ヶ 月以降にすべ きであるv

〔nsulin 　匿ike　growth　factor 　binding　pretein −−t

related 　　protein
−
　1　　（　IGFBP−rP −　1　）　　；ま　、

prostacyc 】in　Sti 田 U 正ating 　faetor　（PSF＞　や腫 瘍由

来 の tumor　 adheslon 　 factor （TAF＞ で あ る皿ac 　25

と同
一．A

で あ る。　 匚目的］我・tzは 、ヒ ト子宮内膜や合

胞体細胞が IG聡 P−rP − i を発 現す るか ど うか 、また

．、合胞体細胞 由来 の 産生物が そ の 発現 を 調節 して い

る か ど うか に つ い て 研 究 した
。 　［方法］イ ン フ ォ

ー一

ム ド e コ ン セ ン トを得 ら れ た 患者か ら探取 され た

｝「irst　 and 　 second 　 trimestem の ヒ ト驍 落膜や 合 胞

体細胞 は 無血清培 地 で 培養 さ れ 、そ の conditioned

medium （CM）は採 取 された。また 、ヒ ト子 宮内膜か

ら分離され 培養 され た Endometrial　 stromal 　 cell （

ESC ）は 、プ ur ゲ ス テ ロ ン で 脱落膜化され、さら

に EGF，工GF−H や hCGを添加 培養後 2days 嫐 を採 取 し

た。IGFBP−−rP − 1 は、合 rk　mac 　25 を抗原 と して 作 成

し た ポ リ ク ロ ナ ール 抗体 を 用 い て Western　 i  uno

blot法 で 灘 定 した。　 ［成績コ IGFBP−rP −　1 に 対する

免疫反応は 非脱落 膜化 ESCの CMで わず か に観察 され

た が、 31kDa の バ ン ドは 脱落膜化 CM の み で 観察 さ

れ 、合胞体細胞 で は認 め られな か っ た 。 IGF−IIは 、

完 全 に C騨 で IGFBP−rP− 1 に 対
’
する免疫反応 を抑制

し て い た が 、hCGは IGFBP−rP ．−1 に 対し抑制効果 は な

か っ た 。 ま た 、脱落膜 化 され た ESCか らの （M が 、細

胞 無 しの 状 態 で IGF−ll と とも に 培養 さ れ た時 、
1
［GFBP −rP 一ユの 強度に変化は認 め られ なか っ た 。

［結論〕 ヒ ト子 宮内膜 で の こ の 蛋 白の機能は ま だ 不

明で あるが 、発現 が 選 択的である こ とや IGF−IIに よ

り抑制 され る こ とよ り、IGFBP−rP − 1．の 子 宮内膜 の

発 育に おけ る
一

っ の 役割が示 唆 され、おそ らく、着

床 に関連 して い る 可能性が示唆 された 。
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